






















市 として知 られる。その一方で、例えば、英国の首都ロンドンなどは、空襲の経験 もあり、首都
としての機能性か らも新たな都市開発が要求 されており、いわゆる古都として観光資源となる景
観で知 られているわけではない。それでも、そこここに前世紀の建築物が残 り、街全体としては








されているのである。 また、建築物に限 らず、ナショナル ・トラス ト運動によって自然を含めた
景観の保存が試みられている。'
こうした景観の保持は、観光資源の維持というふ うに割 り切 って実施 されているというばかり
ではなく、それとは別の部分にも理由が求められるのではないか。例えば、ロンドンの骨董品マー








摘されなければ元のモチーフに気が付かないくらいであろう。その多 くはあまりに も伝統工芸 と
しての性格から遠 く離れたものが多いが、それす ら姿を消 しっっあり、 とにか く均一化 し無機質
化 したデザイ ンが横行 しているのが現実である。
在来の生活文化の所産が、近代化の過程において、外国文化の影響や効率性 ・合理性の追求 に








そもそも 「伝統工芸」 と言うのはきわあて曖昧な用語であ り、それが何を指すのか果たして明
く　ラ
確になっているだろうか。「工芸」 という用語にっいては、明治時代以来の用例が指摘されるが、




品 としての価格や販売方法に至るまで実に様々である。 これまで、 これら一連の製品について、
伝統工芸としていかに定義をするかという点はあまり議論が尽 くされてこなかった感がある。 ま
ずはこの用語にっいて、いちおうの定義を試みる必要があるだろう。そこで、とりあえず明文化






1954年(昭和29)の法改正 にともなって追加 されている。すなわち、無形文化財の中の 「工芸
技術」によって作 られるものが 「伝統工芸品」ということになる。現在、朝 日新聞社 ・NHK・
くの
日本工芸会等によって主催され、毎年開催されている 「日本伝統工芸展」は、文化財保護法に依
拠 して始あられた事業であり、文化財的な観点か らする伝統工芸のあり方 としては同展に出品さ
れるようなものと言 うことが出来る。
経済産業大臣指定伝統的工芸品 重要無形文化財の指定が文部科学省の管轄で、伝統技法の継承
を目的とするのに対 し、工業製品として産業振興の観点か ら通商産業省(現 経済産業省)の 主導
くめ
で定義されたのが 「伝統的工芸品」である。1974年(昭和49)5月に公布された 「伝統的工芸












一定の地域 において少な くない数の者がその製造に従事 しているものであること。
この定義の特徴 としては、「日常生活の用」が謳われているということと、「伝統的工芸品」 とい
























製品は、 ごく一部の例外を除くと、 日常の生活用品 として利用される可能性はなく、そうした意









の書籍を一瞥 して も、まったく様々な取 り上げ方がされているのが現状であるが、とりあえず、
先の二つの法的根拠か ら類推 してみたい。 日本工芸会を構成する諸工芸別の部会には、陶芸、染
織、漆芸、金工、木竹工、人形、その他の工芸、といった種目がある。一方、伝統的工芸品産業




























陶磁器 は大 きく分けてa施 粕陶器、b魚粕焼締陶器、c磁器の三種に分けられる。aは美濃焼







主な産地としては、中世六古窯 と言われる瀬戸焼(愛 知)、常滑焼(同)、越前焼(福 井)、信
楽焼(滋 賀)、丹波焼(兵 庫)、備前焼(岡 山)、磁器では有田焼(佐 賀)、瀬戸焼(愛 知)、九谷
焼(石 川)、清水焼(京 都)な どがまず挙がる。 また、六書窯に隣接 し今 日では同等の評価を受 受
ける美濃焼(岐 阜)、伊賀焼(三 重)、近世以降に台頭 した唐津焼(佐 賀)、萩焼(山 口)、薩摩焼
(鹿児島)、相馬焼(福 島)の 諸窯も一定の産地規模を保つ。一方、六古窯と同時期に隆盛を誇 っ
た珠洲焼(石 川)な ど、中世の古窯の内には、既に中世以前に衰退 して しまった産地 もある。幕
末に開窯 した比較的歴史の浅い益子焼(栃 木)、笠間焼(茨 城)は 首都圏外縁に位置 し、第二次
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大戦後、著しい発展をとげた。 また、備前焼 も一時の低迷期をへて近年飛躍的な発展をしている。
また、温泉地など観光地に隣接 しての開窯、かっての伝統的な産地 とは異 なった場所への陶芸作




焼締では、今 日では花器 ・酒器類が主で食器の割合 も増えつつある。磁器は食卓用品が多 くの比
重を占める、という具合である。それぞれの器種構成の違いを大雑把に括 ると、かっては白くて
汚れに くく耐水性の高い磁器製品が食器のほとんどを占あ、焼締は甕 ・壷 ・摺鉢等の厨房用品や
貯蔵用具、施粕陶器は茶道具のほかは徳利や壷、大きめの皿 ・鉢など、各々の役割が分化 してい
たことが指摘できる。そ して、今 日においても、多 くの道具類が金属製品や合成樹脂製品などに
とって替わ られる中、3種の何れにおいても食器類がある程度の比率を占めるようになってきた。





















漆器(長 野)、紀州漆器(和 歌山)な どが挙がる。っついて、津軽塗(青 森)、川連漆器(秋 田)、
生きた文化財 ・伝統的工芸品の継承に関する現状と課題(外 山)-27一
鎌倉彫(神 奈川)、高岡漆器(富 山)、山中漆器(石 川)、越前漆器(福 井)、香川漆器(香 川)、









漆によって金粉を表面に付着させる 「金蒔絵」、金箔を貼 ったもの、夜光貝などの殻を削 り出 し
た部品を貼 りつける 「螺錨」、その他、「彫刻」「象嵌」「沈金」、異なった色の漆を塗 り重ねて表
面を研ぐことにより下塗 りの色を出す方法(根 来塗 ・鎌倉彫 ・津軽塗の内 「唐塗」)などがある。
産地によって特定の技法に比重があり、本堅地 に金蒔絵を代表的カラーとしている産地が多いが、
実際には多様な技法による製品が生産されている。一方で、飛騨春慶の半透明塗、彫刻では鎌倉
彫、村上木彫堆朱(新潟)な ど特徴的な技法を専 らとしている産地 もある。
陶磁器に較べて漆製品の消費者離れは著 しいと言わざるを得ない。 これには、生産 コス トの問
題、生活様式 との ミス ・マッチの問題など様々な要素が指摘される。漆器産地共通の問題 として
人件費の高騰による価格の上昇、労働環境や需要減による先行不安か らくる後継者不足。手のか





















千谷縮(新 潟)、近江上布(滋 賀)、八重山上布(沖 縄)と いった産地が挙がるが、木綿の場合は
久留米耕(福 岡)の ほかには、 弓浜耕(鳥 取)、阿波正蓋 しじら織(徳 島)と あるものの久留米
に較べると生産の規模は小さい。絹織物はその加飾技法別に、錦、縞、耕、製糸方法の別 として
撚糸や強撚糸(縮 み ・お召 しの原料糸)を 用いる産地 と手っむぎ糸を用いる紬産地に分かれる。
産地は東 日本に多 く展開するが、高級衣料生地である絹の錦織は桐生、西陣、博多、紬織物は本
場結城紬(茨 城 ・栃木)、本場大島紬(宮 崎 ・鹿児島)の ほか、置賜紬(山 形県)、小千谷紬(新





いる。というよりは、動力織機で織られているものをそう解釈 して認定 したわけである。手織 に
よる労働 コス トと動力織機によるそれには、歴然 とした格差ができて しまう。紬糸を手織の地機
















生きた文化財 ・伝統的工芸品の継承に関する現状 と課題(外 山)-29一
いジャンルではあるが、現在、木工は挽木地、欄間、箪笥、家具一般などが経済産業大臣指定の
産地に含まれている。また、竹製品 も岩出山 しの竹細工(宮 城)、勝山竹細工(岡 山)、別府竹細















鉄器(岩 手)、山形鋳物(山 形)が 代表、銅器は高岡銅器(富 山)が シェアの大部分を占める。
銀器は東京銀器、銀器は大阪浪華銅器、他に指定外であるが薩摩揚器がある。鍛造の刃物として


























産シール」が貼付されるが、必ず しも徹底されてお らず、同 じブランド名で指定要件を満たさな
いものが販売されていた りする。また、指定工芸品以外はどこまでを伝産品と定義するかが非常
に難 しい。陶磁器の場合、比較的、識別が容易であるが、素人目にはなかなか区別のっ くもので
はなく、漆器の場合、刷毛で塗 ったものとスプレーで吹 き付けたものを区別するのはかなり難 し




区別がっきにくいという問題がある。手仕事の最高級朱漆が、機械で顔料 を精製 した朱漆 と区別
がっきにくくなってしまうのも現実である。柳宗悦の時代には機械製品=粗悪品という評価が可























大きく変 えてきた。 そこでは、単純に、労働 コス トの問題とは別の部分で、技法の継承が困難 と
なってい る部分 も多 い。生活全般における洋式化の動向は言うまで もない。細かなところでは、
先に述べたような高付加価値商品化にともなう意匠の精密化による天然染料の限界。また、現在
の住空間 は密閉性が強 く、湿度が高くなりすぎるか、逆に空調によって低下 しすぎるかという傾
向がある。竹本製品 ・漆製品の使用においては適切ではない条件である。伸縮性の高い檜材や桜
材に限 らず、一枚板 による製品は乾燥 によって反りを生 じやすい。そのため、欧米向けの輸出品
などには合板を用 いざるを得ないという状況 もある。合成洗剤は染料の色落ちを促進し、食器洗











今 日、伝統的工芸品 と定義されるような製品にっいて、普及 ・啓発運動の最初の高揚として注
くの
目すべき理論は、柳宗悦 らによる民芸運動であろう。柳らは、美術工芸作品化と機械工業製品化







ひとっは、一部の富裕層の用 いる ものではな く、広 く一般民衆のために作られたものであるこ
と。そして、用途を第一とする実用 的な もので あること。っまり、反復利用に耐え得る堅牢性、
過剰な装飾をほどこさない単純性を備えていることである。一般民衆の用いるものであるために
は、価格 も廉価であることが求められるとともに、大量 に生産される必要があるが、無名の職人
による量産のための反復作業か ら独特の美が生 まれるという。生産はあくまで手仕事でお こなわ
れるべきで、機械生産は創造性が欠如 し、粗悪品の濫造 につなが り、地方性を喪失すると批判 し
ている。 また、素材は自然材料にも とめる健康性 も指摘 されている。
こうして、それまでの、柳の言うところの 「貴族的工芸」「個人的工芸」の美 とは異なった価
値観が提示されたのであった。 その後、昭和6年(1931)には、雑誌 『工藝』が創刊 され、同9




変容 とは別の次元で特殊な階層に民 藝趣味と して広がる傾向を見せ、発足時以来の趣旨とは相容
くめ
れない筈の 「民芸作家」なる存在まで生み出す ことになる。柳の言うところの民芸の美 とは、言
わば不作為の美であったが、それは意図 してそれを模することによって作為的なものになって し
まうという矛盾をはらんでいた。柳 は19世紀の英国人家具デザイナーであるウィリアム ・モ リ
スに対 して 「個人的工芸」の限界を指摘 したが、それは同時に民芸運動にもあてはまるという皮
肉な結末となった。柳没後の民芸運動 は、柳 の理論を純粋に受け継 ぐグループと、現実社会の変
化への対応を主張するグループとに分裂 し、後者は日本民芸協団を組織することとなった。
伝統的な手工芸製品に対する柳 らの理論は、現在 もなお、多 くの局面において、工芸品の文化
的理解に言及する際の思想的背景となっている。ただ し、民芸運動の時代には、伝統工芸という
用語はあまり用いられていなか った と推定され る。
2第2次 大戦後 ～クラフ ト運動 と伝産協会
　の
戦後、昭和30～40年代において、工芸につ いての理論的支柱の一人であった前田泰次は、柳
宗悦の民芸論を工業製品としての工 芸にあて はめる際、原則論としては是 としなが らも、現在の
社会情勢下においては、 もはやその理論 は成 り立たないとし、過去の技術や組織をそのまま用い
ることへの固執を批判 した。前 田は、すでに民衆生活においては機械工業的要素が不可欠 となっ
ている点を述べ、機械工程 と手作業 のバ ランスにっいて、材料の長所を機械では引 き出せない点
において手仕事の領域が残 るという解釈を している。 これは、今 日の伝統的工芸品の定義に正当












なって、機械工業製品のデザイ ンをインダス トリアル ・デザイン、手加工を主とする工芸品のデ
ザインをクラフ ト・デザイ ンというように、分化が明瞭になりっっあった。「クラフ ト」 という





スキ ンや ウィ リア ム ・モ リスのデザ イ ン思想が再評価 され、生活用品へ の芸術的要素 の導入 が 目
指 され ることにな ったので ある。 クラフ ト運動 を担 ったの は、昭和31年 発足 の 日本 デザイナー




ではなく、 自らデザイ ン能力をもったクラフ トマンの存在が求められた。また、当初参加 した工




の過重負担 などから、充分に機能 しきれなかったという評価がある。同会は現在 も 「日本CRAFT
展」を開催 し入選作を展示 しているが、経済産業省の管轄する伝統的工芸品 とは異なるイメージ






指導所と連係 しつっ、製品の開発計画を展開 した。発足当時、伝統工芸製品は輸出商品 としての
成長が期待され、それが運動の追い風 ともなっていたが、やがて、高度成長下 における重工業の








一方、ポス ト・クラフ ト運動期 とも言える頃、すなわち昭和49年(1974)の伝統的工芸品産
業振興協会の設立によって、以降、産地振興の方策として、各種資金の融資に加えて工芸品産業
従事者(作 り手)に 対する技術指導、そして消費者 に対する理論的な普及活動の態勢が次第に整
備 されていった。1990年代に入 ると、国内の主要な工芸品産地に指定がゆきわたり、同協会に













境への言及に終始 したのに対 し、環境問題や国際化など社会的 ・政治的な問題に引きつけ、消費
者への啓蒙が重視された形での理論形成は、今日的なものとして、また、文化的理論としてより









げることができる。すなわち、A機 械工程の導入や工程の簡略化 による量産品(類 型③)、ない
し伝統工芸とは別の量産品(類 型④)を 生産するかたわら、余力をもって伝統的技法による工芸
品を少量製作する。B伝 統的技法による製品の質を落 とさず、一定の顧客を確保 し、小規模の経
営を維持する。C主 たる収入源となる生業とは別に伝統的技法による工芸品を製作する、である。
このうち、Aの ケースはある程度の規模を持つ産地の最 も一般的な傾向である。Bの ケース
は一度産地が衰退 した後、一部の篤志の人々によって継承ないし再興されたような事例に多い。
Cのケースは比較的伝統技法が忠実に受 け継がれるケースであるが、 もはや産業 という定義の範
疇には入 らない。 これ らは、言 うなれば、作る側にとって最 も現実的で可能性のある、伝統技法
継承のための必然的な方策である。ただ し、主たる生業があまり時間をとられない経営形態とい
う条件が付 くが。 しかし、B・Cの ケースの場合、工芸品の使い手がごく一部の愛好家層に限定
されてしまいがちである。また、日常の実用品として利用されるというよりも、ハレの道具、な
い しは美術工芸品として扱われる傾向にもある。 これは、一つの伝統工芸受容の方法 として結構
なことではあろう。また、愛好家層の存在が今日における伝統工芸の命脈を保つ主体 となってい
るのも現実 と言える。ただ し、作り手 ・使い手の関係が固定的になるにしたがって、製品にその
関係独自のカラーが強 くなり、使い手の意向によって、伝統の継承という意味では時として極端
な変化を余儀なくされる傾向にもあるだろう。 また、個人的な製作活動 としての性格 も強 くなる。
これもまた結構なことであるが、伝統のカラー全般の中で個々の技法がどのような位置にあるの








でもって、 これらの状況を乗 り切ることができるか否かは何 とも判断が しがたい。
おそらく、生産者側がいかに努力 して も、消費者の側に伝統工芸を自らの文化 としていかに存
続させようか、という意識が存在 しない限 り存続はおぼっかない。現在、消費活動が低迷する中、
伝統的工芸品はますます普及品としての性格を薄めずにはいられない情勢にあると言える。今後、





お わ り に
今 日では、重要無形文化財指定によって、古きよき工芸技法が後世に引き継がれるべ く記録 さ



























(1)伝 統工芸に関する総論的な理解に資する文献 として以下のものを挙げておく。柳宗悦 『工芸文















照。また、その具体的内容にっいては坪郷英彦 「伝産法 と博物館」(中村たかを編 『博物館学概
論』源流社、1992)に簡潔にまとめられている。







(8)前 掲註(1)遠 藤 ・竹内著書。
(9)前 掲註(1)前 田著書を参照。
(10)ラスキンやモリスの工芸思想については前掲註(1)【前田a】 【前田b】 および勝見勝 『現
代デザイ ン入門』(鹿島研究所出版会、1965)に簡潔にまとめ られている。 また、モリス個人の
事跡にっいては小野二郎 『ウィリアム ・モ リス』(中公新書、1973・後、中公文庫から増補版)
に詳 しい。
(11)クラフ ト運動の概略については小川煕 「クラフ ト運動」(井上靖他監 『昭和の文化遺産』6工
芸皿、ぎょうせい、1991、所収)を 参照した。
(12)前掲註(1)伝 産協会発行書を参照。
